

































農 か な 経 験 に 裏 づ け ら れ た 老 人 の 楽 し い 知 的 お し ゃ へ り に あ っ
て、
やそうではない。
わ れ わ れ は





























































































そ れ と 矛 盾 ず
いまさ
った。
そ れ は 置 の 人 の 限 に は 敗 北 者 と 映 じ る ソ ク ラ テ ス が




























































き 得 る 姿 に お い て
る こ と が ぐ ぎ る ℃ あ ろ う 。 外 に 『 怯 祁 』 に お
いて、








































































































































































































































































































































































































































































































と り し て そのことを予知し得なか った(691B)。
て は こ こ で










さらに リ ュ ク
い
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新 し い 囚 家の














































































































































ま 土 神 官 お よ
ついては もあるか 役人の






忍 わ 九 る 次 の 三 つ の
筑波大学
11� ぃ、一











を 借 り れ ば 、
ミミ衷良to～誓嬰ミさ詞翌
に閲しては










は 六 0 オ 以 上 、
― - 0 オ 、
女子四0オ以上とされ、
特に息慮と



















































役 人 の う ち





が あ る 。


























の 上 司 が 自 分 で 任 命 す
よ く 治 め ら れ る 。
従って民衆の政治への参加は




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































ヽり‘ 会 と そ こ で は









































































( 7 6 7 E Y 
主頌る乏しい。＇げ



















に よ っ て あ らかじめ
関してら 認 め ら れるとすれ｀は、 彼 の 椛 力 濫 川 に 対 し て は
こJIiえてtµ 、)
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ト、つ
こト入
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に場合 以 外 は 任
意で
あり
〇 閃 係 は どのよう冠応のであるのか。
が仇力になりすぎて
に詞いてさ主〗‘CK`5OJ
























































同 様 〇 附 ど め が か け ら 九 て いると
れ





































































































































く 知 っ て い る 人 、
たとえは医学の















す な わ ち 二 審 の 判 決 に 不 阪 な 者 は
（『アテナイ人の国詞』菜六
す
に つ い て は
五三章ニー六節）に攻らってつくられたものであろうが、
べ き で あ る と の
くじによって選はれ亡裁判官から構成されるが(956C)、




ア テ ナ イ の
の意図を充分に満足させるものであり、


























る と 。 フ ラ ト ン は 自 負 す る (















ち が 自 分 た ち て 自 分 た ち の た め に 私 的 に 仲 裁 人 を 選 ぶ 。
仲 裁 人 と し て は 隣 人 や 友 人 、
） の
れ る も の と す る 。













仲 裁 人 は ア テ ナ イ に 芦 げ る よ う に く じ に よ っ て 選 は れ る の て
も し く は 争 わ れ て い
っ と
も 本 来 的 意 味 で の
の 判 決 に 不 限 衣 者 は 第 二 審 に 持 ち こ む こ と か で き る 。
これは部族民法廷らしくは公共の法廷とよItれ、
私的
に も で き る



























































































































自 国 の 法 律 の 考 祭 た け て な く 、
諮外国の怯袢との比較研究、
の改正を提案したりするわけではない。
も む ら ん こ の 会 議 の 構 成 日 が 同 闊 に 国 家 の 中 枢 に
の成果が当然国政に反映されることを怠味してはいるが。









こ の 任 務 を 遂 臼
さらに怯の本質についての間解を深めるにめの孟学間の研究が必須
そ れ に 統 治 椛 を 与 えることによって、
法の支 配 を く つ が え し て
そうてはなく、




















菜 P [ t s s
と区別して音楽や体育競技の運営にあたるもの（貪ミt
応
t r の の 意 ） と す る 解 釈 も あ る が 、
その選出
に あ た っ て 特 に 忠 門 的 能 力 が 問 屈 に さ れ る と こ ろ か ら 、











味 に 用 い て い る 場 合
(765E)













た え さる法の研究を仕事と する機関か、
国家のい
法はつねに訓かれた体系でなけれはならない。




最 古 臼 の 役 人 で あることは





















て お く 。
(15) 
で-→『O倣P













第 四 日 の 第 四 附 級 か ら の そ れ
には第三、
第 四 陪 級 は 欠 席 す る こ と も 可 指 で あ る 。






















て 資 格 審 査 が 行 わ れ る 。 ( 7 6 7

































959D�960A) 家 庭 内 の 紛 争 の 謁 停 、












中 間 の 廂 迎 は 被 告 肌 告 双 方 が 同 意 す る 三 人 の 最 高 の 役 人 の 前 で 行 わ れ る と あ る
。こ
の 最 古詞 の 役 人 が 誰
を指すかは明らかでないが、
蔑法官を指すか、
あ る い は 少 く と も そ の 巾 に 悶 怯 宜 が 含 主 れ る こ と は 可 能 で あ る と 考 え
て、
これも護江官の任務のうちに加え
(17) 
ての理論と神学とが加えられる。
筑波大学
哲学・思想学系論集
この学間としては『国家』第七巻における哲学の予仙学としての数論、
平面・立体幾何学、
天
文学、
音楽迎論と、
ディアレクテイケー、
さらに魂につい
一八
